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(Roelofs, 1875) *
1 ex., 柏木山～勝浦，30−VII−2011. 飛島新記録．

45 .  チャバネキクイゾウムシKoj imazo  l ewis i i 
(Wollaston, 1873) *

1 ex., 高森山，28−VII−2011. 飛島新記録．

46. ハマベキクイゾウムシDryothribus mimeticus 
Horn, 1873*

10 exs., オボゲの浜，29−VII−2011；2 exs., 柏木山
～勝浦，30−VII−2011. 飛島新記録．

47. アカネニセクチブトゾウムシStenoscelodes 
hayashii Konishi, 1962*

1 ex., 柏木山～勝浦，30−VII−2011. 飛島新記録．

考察
今回の調査で１科 25種が新たに追加され，飛島
のゾウムシ相は 5科 47種となった．同島のゾウム
シ相の特徴として，他地域ではそれほど個体数が
多くない，コゲチャツツゾウムシがカシワやイタ
ヤカエデで，チビコバンゾウムシがツリガネニン
ジンで多く見られたことが上げられる．
また，ブナ科植物がカシワとクリ程度しか
見られず，株数も少ないためか，ブナ科利用の
Orchestes属のノミゾウムシ族や，Nothomyllocerus
属，Lepidepistomus 属，Lepidepistomodes 属のクチ
ブトゾウムシ族が見つかっていない．

さらに，タブノキ（クスノキ科）やツバキ，ヒ
サカキ（ツバキ科）などの常緑樹が多いにも関わ
らず，それらに依存する Imachra属のノミゾウム
シ族や，シギゾウムシ属（Curculio），マルゾウム
シ属（Phaeopholus）などのゾウムシ類も見つかっ
ていない．
これらのことを確認する上でも， 5～ 6月，9月

など，今回とは異なる時期の調査が今後は望まれる．
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Tshernyshev, S.E., 2012. Two new species of soft-
winged fl ower beetles of the genus Kuatunia Evers, 
1945–48 (Coleoptera, Malachiidae) from China 
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日本産ジョウカイモドキ科については，吉富・林
（2011，本誌 (2)：18-24）がリストを纏めたが，そ
の後に上記の 2本の論文が出ているので紹介する．

前者ではCordelepherus pseudofaustus Tshernyshev, 
2009が九州（熊本県山鹿市菊鹿町矢谷）から記録
された．本種は極東ロシアから記載された種であ
り，日本から知られる同属のナガサキアオジョウ
カイモドキ Cordelepherus xantholoma (Kiesenwetter, 
1874)とは大きさや触角の形状が異なるようだが，
区別点は曖昧である．過去の文献と標本をもう一
度見直す必要があるかも知れない．
後者は Kuatunia属 2種をロシアと中国からそ
れぞれ記載している．日本産 2タクサ（2亜種）
も含まれた検索表が付いていて有用である．本属
に関してもまた，再検討が必要と考えられる．

（愛媛大学ミュージアム　吉富博之）


